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⾬上がりの翌⽇、道端でミミズが死んでいるのを⽬にした
ことはありませんか。地中にいるはずのミミズがなぜ地上に
出てきて野垂れ死にするのでしょうか。このジェネプロ研究
では、ミミズに関するそんな疑問のあれこれにアプローチし
ます。
⼤⾬のあとに地表でたくさんのミミズの死骸が⾒つかるこ

とは、進化論の祖であるチャールズ・ダーウィンも晩年のミ
ミズに関する著作で触れた謎ですが未だに未解決です。他に
も地上に出たミミズは何をしようとしているのか︖ミミズが
⾃他を区別できるのか︖⽇本にいるミミズはなぜ飼育が難し
いのか︖このようにミミズに関する不思議はたくさんありま
す。本研究では、これらの不思議を深堀りし、その謎を⼀緒
に解き明かしていきましょう。
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１）路上でミミズが死亡するロードキル現象がなぜ起きるのか、その理由が明らかにな
ることが期待されます。

２）ミミズの這い出し⾏動の特徴が明らかとなります。また、移動先の選択性からミミ
ズの認知能⼒の⼀端が明らかとなります。

３）飼育・培養が困難であったフトミミズ科のミミズの繁殖・増殖が可能となります。

１）学内の路上でミミズのロードキル個体を回収します。
外部計測、形態観察を⾏い、⼀部ミミズのDNAを解析
し、どんな種類が多いのかなどを明らかにします。

2）ロードキル数の⽇変化を気象や⼟壌条件と照らし合わ
せ、実際に⾬の⽇の翌⽇に多く出てくるのか、他に関
係する気象条件はあるのかなどを検討します。

３）⼀部のミミズを飼育して、ミミズの這い出し⾏動をビ
デオカメラで観察・記録し、どんな条件で這い出し、
どんな条件の場所へ移動するのかを明らかにします。

4）飼育・培養が困難とされている⽇本で優占するフトミ
ミズ科のミミズを対象に飼育・培養⽅法の確⽴を⽬指
します。

路上で死んだミミズ

ミミズの這い出し先選択実験

ミミズ飼育法の検討
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